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2026年 葬祭ディレクター技能審査 

司会〔１級〕 

 
〔注意事項〕 

■司会・課題 
① 一般的な社葬（仏教式葬儀）において、式次第の順に従い、指定された条件を用いて葬儀・告別式の

司会を行いなさい。 

② 司会作業では、次にどの式次第項目を司会するかを審査官に示すために、当該の式次第項目名（例「参

列者入場」など）をその都度、告げてから司会本文を言いなさい。 

例「参列者入場（下線部は項目名） お待たせいたしました。ご参列の方は式場内にお入りく

ださい（司会本文）」 

③ 指定された条件を、指定された式次第項目で使用しないときは減点となります。また、指定された条

件を、他の式次第項目でも使用することは自由です。 

④ 「自由課題」では、与えられた条件に「弔電」「閉式」の指定課題の文に含まれる要素を加えて、ま

とまりのある文章にして読み上げることが求められています。条件として与えられた要素のほかに、

指定課題から抽出した適切な要素を３つ以上加えて読み上げなさい。 

⑤ 「指定課題」では、課題として与えられた文章を、内容を理解したうえで、１語たりとも変更しない

で、正確に読み上げなさい。 

⑥ 式次第項目と式次第項目との間では、インターバルをおかず、続けて司会作業を行いなさい。 

 

■準備 

① 「準備開始」の指示があったら、問題を見て準備しなさい。 

② 準備時間が５分与えられます。 

③ 準備時間中に問題用紙にメモを記入することができます。 

 

■作業試験 

① 審査官はお客様、あなたは葬儀の担当者という立場で与えられた条件により作業を行いなさい。 

② 試験時間は６分です。 

③ 司会作業が制限時間内に完了しないとき、および、４分未満で完了したときは減点となります。 

④ 司会作業は、立って、行いなさい。 

⑤ 司会作業を始めるとき、終了したときは礼をしなさい。 

始めるときには「始めます」、終了したときには「終わります」と審査官に告げなさい。 

時間中に終了した場合、座りなさい。制限時間がくるまでの態度は評価の対象となります。 

⑥ 司会作業中、問題用紙を見て作業をしてもよいですが、終始下を見ながらの作業は減点になります。 

⑦ 審査官は、試験中は指示・説明・注意・受験者からの質問への対応等は一切行いません。 

⑧ 終了が告げられたら作業を中止しなさい。 

 

〔注意〕この問題用紙は司会試験終了後、審査官に返却しなさい。 
 

受験番号  

 
 
 

氏     名  
 
 
 

１司／問 
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条件 

※【  】で示されているのが、使用を義務づけられた式次第項目です。 

 

 

１．【参列者入場】 

（開式時刻）午後2時 

 

２．【導師・式衆入場】 

 （導師）臨済宗 光華山（こうかざん）隋洛寺（ずいらくじ） 

住職 高尾 邦隆（たかお・ほうりゅう） 

 

３．【開式】 ※自由課題 

（故人氏名／役職名）小島 陽平（こじま・ようへい） 

株式会社小島商業印刷 名誉顧問 

 （死亡月日／年齢） 11月18日／92歳 

 

４．【式辞】【焼香】 

 （葬儀委員長氏名／役職名）桶川 健次郎（おけがわ・けんじろう） 

株式会社小島商業印刷 代表取締役社長 

※焼香時には役職名の省略可 

 

５．【弔辞】【焼香】 

三木 達夫（みき・たつお）／近畿出版販売株式会社 相談役 

※焼香時には役職名の省略可 

 

６．【弔電】 ※指定課題  

「ご逝去を衷心よりお悔やみ申し上げます。小島名誉顧問は当会の理事を約20年間にわたり務められ、難

病に苦しむ子どもたちの就学を支援する我々の活動に多大なご協力を頂きました。また、ご自身も若かり

し頃に難病で進学を断念されたご経験から、貴社の社会貢献事業として当会に毎年貴重なご寄付を賜るよ

う道筋をつけて下さり、そのご功績を思うと痛惜の念に堪えません。ここに謹んでご冥福をお祈り申し上

げます。公益財団法人アトラス育英会 理事長 中村 太一（なかむら・たいち）」 

 

７．【喪主謝辞】【焼香】 

 （喪主氏名／続柄）小島 龍平（こじま・りゅうへい）／長男 

※焼香時には続柄の省略可 

 

８．【焼香】 

 （来賓氏名／役職名）ドミニク・ウォン／国際印刷産業フォーラム 副会長 

 

９．【閉式】 ※指定課題  

「以上をもちまして、株式会社小島商業印刷の社葬として執り行いました小島陽平名誉顧問の葬儀を閉式

とさせて頂きます。故人は終戦から間もない1953年に有限会社として小島商業印刷を創業し、小島顧問が

自ら開発した特許技術によって国内だけでなく海外からも「技術の小島」として高い評価を頂くまでに会

社を成長させてまいりました。しかしながら9 月に体調を崩されて入院し、去る11 月 18 日に永眠いたし

ました。本日は故人が60代から趣味として制作してきた油絵の作品をロビーに展示しておりますので、ぜ

ひご覧下さいませ。ご参列、誠に有難うございました。」 
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式 次 第 

式次第項目 メ        モ 

参列者入場  

導師・式衆入場  

開   式   

読   経   

式   辞   

弔   辞   

弔   電   

喪 主 謝 辞  

読   経   

焼   香   

導師・式衆退場  

閉   式   

 


